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＜企画の概要＞　「高校が多く、10代の流
入人口が多い」本庄市。その強みを生かし
て、若年世代の人口流出や地域への愛着度
の低さなどの課題を解消するとともに、持
続可能なまちづくりにもつながる関係人口
創出をねらった事業として、高校生プロ
ジェクト「 七  高  祭 」を実施した。2023年度

なな こう さい

は、市内全高校からの参加者が「課題解決
型プログラム」「産学官連携プログラム」「合
同文化祭」の各プログラムに取り組んだ。
企業等と連携し、「まちに出る」「人と関わ
る」「成功体験を得る」ことで、高校生の
地域に関わる意欲の向上を目指した。
　23年度は活動の仕組みとして、参加した
高校生が、それぞれ興味関心のあることや
好きなことごとに集まってつくったグルー
プ単位で活動した。このグループを、学校
の外に部活をつくることに例え、“マチノ
ブカツ（街の部活）”と表した。
　「課題解決型プログラム」では、地域が抱
えるいくつかの課題について、高校生・地
域・行政が連携し、まちでの実地体験
（フィールドワーク）を通じて解決策を考え
た。高校生が取り組んだのは、「ごみの減
量」「商店街のにぎわい創出」「本庄野菜の
PR」「児玉駅周辺のにぎわい創出」の四つ

の課題。このうち、「ごみの減量」では、
地元自治会と環境推進課と連携。生ごみの
排出を抑えてもらえるよう、啓発用にオリ
ジナルの「生ごみ出しません袋」と、啓発
パンフレットを制作。高校生が考えた
キャッチコピーとデザインで、多くの人に
関心をもってもらうことをねらった。
　「産学官連携プログラム」では、大学・
企業と連携し、高校生のアイデアから商品
を開発した。通常の販売に加え、ふるさと
納税の返礼品として登録することを目指し
た。具体的には、市内に工場を有する寝具
メーカー・昭和西川株式会社と、地域連携
事業に積極的に取り組む日本薬科大学と連
携し、市内の高校から代表生徒が参加して
オリジナルの「まくら」を制作した。日本
薬科大学の学生が高校生のサポート役とし
て参加した。
　高校生たちの活動記録である「七高祭」
公式インスタグラムでは、マチノブカツの
活動やイベント情報などを発信。週 1回程
度の更新頻度を心掛けて投稿したところ、
フォロワー数は145（22年12月）→280（23
年 12月）へと倍増した。「広報ほんじょう」
では、七高祭の事業概要や活動の様子、高
校生インタビューなどを連載し、事業の認
知を図ったほか、地域全体で高校生を応援

し守っていくという機
運を醸成した。成果指
標として設定している
「七高祭指数」は、事業
開始時の数値が前年と
比べて上昇した。
　「合同文化祭」は 24
年 1月 28日（日曜日）

に、本庄市市民活動交流センター はにぽん
プラザを会場に開催された。対面方式での
開催は 4年ぶり。課題解決型プログラムの
成果発表や、地域の事業者等との連携で取
り組んだ商品の披露、各高校の部活動の発
表などを通して、「周りの人と協力し自身
のやりたいことを実現させる」機会とした。

＊総務大臣賞

■特選　「～高校生を地域の資源に～ 関係人口の芽を育み、持続的な発展を目指す
　　　　本庄市高校生プロジェクト『七高祭』」  本庄市（埼玉県）

▼社会福祉協議会の存在意義である地域福祉を自分の問
題として捉えにくい若年者・高校生への訴求を行うため
に、同じ高校生とコラボすることは重要である。訴求対
象者に十分なアンケートを実施し、社会福祉協議会の理
解が 20％から 90％に向上した等、取り組みがどのよ
うな成果を上げたのかを定量化して明確に示しているこ
とは、他にも参考になるはずだ。【河井】
▼「福祉」の周知に対する地道な取り組みを 真摯 に行っ

しんし

ている点を高く評価する。福祉活動に対する素地のある
地元の高校や企業をパートナーとして選択した着眼点、
 各  々  のパートナーの属性にマッチした連携を通じて、着
おの おの

実な結果を達成したことが特によい。メディア露出の実
績は数値で示すとなおよいと思う。今後の継続的な活動
に期待する。【左近充】
▼同社会福祉協議会では、近年、広報的な手法を取り入
れ、戦略的に団体の活動や福祉について発信している。
今回は、企業と連携し、高校での出前授業を実施した。
事業に至るまでの丁寧なプロセスがよいし、結果として
高校生の福祉への意識が大きく変わったことは注目され
る。福祉の現場でも人手不足が深刻な中で、非常に有意
義な取り組みといえる。SDGsや合理的配慮への対応
など企業側のニーズも高いのではないだろうか。【三海】

＜企画の概要＞　若年層を対象に福祉への
関心を高めることを目的として、トヨタ
ハートフルプラザ札幌と札幌新陽高等学校
とのコラボによる福祉教育の授業を実施し
た。本会がノウハウを持つ福祉教育の仕組
みを活用し、同校の 1年生を対象とした出
張講座（出前授業）を企画した。
　実施までには、同校教諭にもアドバイス
をもらいながら入念な打ち合わせを行っ
た。生徒の理解を深めるために専門用語を
使用しないこと、動きのある授業の展開の
工夫など、対象者を意識したアプローチ方
法を検討した。
　出前授業では、福祉を自分事
として捉えるきっかけとなるよ
う、福祉が生活のさまざまな場
面で密接に関わっていることを

伝える内容とした。また、生徒一人一人が
関心を持って授業を受けることができるよ
う、生徒が体験動画に登場するなどの工夫
を凝らして実施した。
　福祉分野に興味が持てない生徒であって
も、自動車の分野と福祉の関わりを知るこ
とで、生活の中に福祉があることを知って
もらうきっかけになった。
　授業の前後で実施したアンケートでは、
社会福祉協議会への認知・理解度が深まっ
た（20％→ 90％）、福祉への関心が高まっ
た（60％→ 85％）だけではなく、将来の選

択肢として福祉職を検討したい
と回答する生徒（17％→ 44％）
も多く見られるなど、今回実施
した内容の評価を数値的に判断
することができた。

■入選　「出張講座で伝える若年層へのふくし教育 企業・団体×高等学校×社会福祉
　　　　協議会」  札幌市社会福祉協議会（北海道）

「広報ほんじょう」では、「七
高祭」の取り組みを連載した

▼地域の課題や強み、地域特性を十分に把握し、そこか
ら企画目的、訴求ターゲット、具体的かつ多段階なメ
ディア活用を論理的に導いている好企画である。目的と
適合した定量的な成果指標も設定され、行政にとどまら
ない連携主体を十分に探索している。「七高祭」での高校
生の活動も魅力的である。教科書としても用いられる企
画書の書き方も秀でていた。【河井】
▼本庄市の強み（高校生が多い）を生かした継続的な取
り組みをさらに向上させた点を高く評価する。明確な目
標（関係人口の増加）を設置し、反省点を踏まえ、活動
に幅を持たせていること、成果指標を定めているのがよ
い。また、企画書の書き方・見せ方が秀逸。明確で論理
的、分かりやすく、ビジュアルの工夫と相まって説得力
にあふれた魅力的な企画書となっていて非常に感心し
た。【左近充】
▼関係人口を増やすという市の政策目標に向けたプロ
ジェクト。前年度の結果を踏まえて改善し、市民や企業も
巻き込んだより多様なプログラムを実施した。プロジェ
クト全体のスキームが素晴らしく、いい方向に改善されて
いる。業務委託も行われているが、ふるさと納税の活用や
市内団体への委託により地域循環させているのも好感が
持てる。高校生が関係人口になるには先が長いため、フォ
ローアップする仕組みをつくれるとなおいい。【三海】

「七高祭」公式インスタグラム

授業で使用した動画の一場面

※各企画の概要は、コンクールの応募の際に提出された企画書を抜粋・要約したものです。



41 広報● 2024.6

「
広
報
企
画
と
は
何
か
」の
理
解
が
広
が
る 

河
井 
孝
仁　
東
海
大
学 
文
化
社
会
学
部 
客
員
教
授

　

本
年
の
広
報
企
画
部
門
へ
の
応
募
事
例
に
つ
い

て
は
、
昨
年
ま
で
に
比
べ
て
高
い
レ
ベ
ル
の
企
画

書
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
各
団
体
の
少
な
く
な
い

担
当
者
が
「
広
報
企
画
と
は
何
か
」
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
広
報
企
画

の
適
否
に
つ
い
て
は
次
の
五
つ
の
項
目
で
評
価
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
①
地
域
の
課
題
認
識
か
ら
導
か
れ
た
企
画
目
的

の
明
確
性
、
的
確
性
、
②
企
画
目
的
を
実
現
す
る
た

め
の
地
域
の
持
つ
強
み
の
適
切
な
評
価
と
、
そ
れ

を
受
け
て
の
具
体
的
な
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
論
理
性
、

③
企
画
目
的
の
実
現
に
接
近
し
て
い
く
段
階
的
な

取
り
組
み
の
明
示
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
取

り
組
み
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
、
で
き
る
限
り

定
量
的
な
成
果
の
確
認
、
④
地
域
持
続
に
つ
な
が

る
、
行
政
だ
け
で
は
な
い
多
様
な
情
報
発
信
主
体

の
成
長
、
⑤
費
用
対
効
果
の
適
切
性
、
で
あ
る
。

　

③
の
段
階
的
接
近
で
は
、
単
な
る
認
知
拡
大
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
関
心 
惹
起 
、
信
頼
供
給
、
共
感

じ
ゃ
っ
き

形
成
、
行
動
変
容
が
ど
の
よ
う
に
実
現
で
き
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

受
賞
さ
れ
た
団
体
は
こ
れ
ら
の
多
く
を
企
画
書
に

記
述
で
き
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。
一
方
で
、

「
何
を
行
っ
た
か
」
と
い
う
記
述
に
と
ど
ま
り
、

「
そ
れ
で
、
ど
う
な
っ
た
の
か
」「
目
的
は
実
現
し

た
の
か
」
が
、
単
に
担
当
者
の
印
象
と
し
て
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
企
画
書
も
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
広
報
企
画
部
門
へ
の
応
募
事
例
が
、
地

域
に
関
わ
る
人
々
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

応
募
の
前
に
企
画
自
体
を
も
う
一
度 

振
り
返
る
冷
静
さ
を 

 
左
近
充 
ひ
と
み 

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
情
報
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 
事
務
局
長

　

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
企
画
部
門
の
応
募
作
は
回
を

重
ね
る
た
び
に
精
度
が
向
上
し
て
い
る
。 
各  
 々
の

お
の 
お
の

市
町
村
が
広
報
力
を
確
実
に
付
け
て
き
て
い
る
こ

と
の
証
左
で
あ
り
、
喜
ば
し
い
限
り
だ
。
た
だ

し
、
素
晴
ら
し
い
企
画
も
第
三
者
に
確
実
に
伝
わ

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　

ま
ず
、
企
画
内
容
そ
の
も
の
を
冷
静
に
振
り

返
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
企
画
を
「
な
ぜ
行
っ
た
の

か
」（
現
状
分
析
・
ニ
ー
ズ
や
問
題
点
の
定
義
）、

「
誰
に
対
し
て
行
っ
た
の
か
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設

定
）、「
ど
の
よ
う
な
結
果
を
目
指
し
た
の
か
」（
目

標
設
定
）、「
何
を
行
っ
た
か
」（
企
画
内
容
）、「
い

く
ら
使
っ
た
の
か
」（
予
算
）、「
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
」（
行
動
変
容
・
費
用
対
効
果
）、「
結
果
か

ら
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
」（
結
果
分
析
）、
そ
し
て

「
今
後
は
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
」が
網
羅
さ
れ

て
初
め
て
、
企
画
の
全
貌
を
第
三
者
に
伝
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

　

応
募
作
の
中
に
は
、
企
画
書
内
に
費
用
が
明
記

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
代
理
店
等
の
委
託
業
者

や
市
民
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
行
政
職
員

の
役
割
分
担
が
曖
昧
だ
っ
た
り
、
結
果
（
実
績
）

が
数
値
で
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
も

の
が
散
見
さ
れ
た
。
企
画
自
体
の
内
容
が
大
切
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
り
、
結
果
や
振
り
返
り
を
き
ち
ん
と

明
記
し
、
今
後
の
展
望
を
具
体
的
に
記
載
し
た
り

す
る
こ
と
で
説
得
力
が
増
す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
や

説
明
文
の
工
夫
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
企
画
書

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
注
力
し
て
ほ
し
い
。

広
報
企
画
に
何
が
で
き
る
の
か 

改
め
て
そ
の
意
味
が
問
わ
れ
る 

　
三
海 
厚　
（
株
）ぎ
ょ
う
せ
い 

月
刊
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
編
集
主
幹

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、
３
年

に
わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
た
。
こ
の
間
、
自

治
体
で
は
危
機
対
応
を
中
心
に
政
策
を
進
め
、
広

報
も
そ
の
た
め
の
企
画
を
考
え
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
っ
た
２
０

２
３
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
政
策
課
題
を

掘
り
下
げ
、
解
決
の
た
め
に
広
報
は
何
が
で
き
る

の
か
、
改
め
て
問
い
直
し
て
い
る
よ
う
な
企
画
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

特
選
の
埼
玉
県
本
庄
市
「『
七
高
祭
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
そ
の
典
型
と
い
え
る
。
関
係
人
口
増
と

い
う
市
の
大
き
な
政
策
目
標
の
実
現
に
向
け
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
前
年
度
の

取
り
組
み
を
分
析
・
反
省
し
た
う
え
で
、
飛
躍
的

な
改
善
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の
ア
イ
デ

ア
や
成
果
と
と
も
に
、
学
生
や
市
民
と
協
働
し
た

プ
ロ
セ
ス
も
非
常
に
優
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
連

続
受
賞
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
で

も
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
本
質
的
な
課
題
を
と

ら
え
、
継
続
的
に
取
り
組
み
を
進
化
・
発
展
さ
せ

て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
飯
南

町
や
江
府
町
な
ど
小
さ
な
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
審
査
に
際
し
て
は
「
お
も
し
ろ
さ
」

を
大
切
に
し
て
い
る
。
単
に
オ
モ
シ
ロ
お
か
し
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
も
含

め
た
新
規
性
や
創
造
性
を
考
え
た
も
の
だ
。
例
え

ば
奥
州
市
の
よ
う
に
、
ど
こ
で
も
で
き
そ
う
だ

が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
視
点
に
立
っ
て
工
夫
し
て
い

く
こ
と
で
、
ほ
か
に
は
な
い
「
お
も
し
ろ
い
」
取

り
組
み
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ぜ
ひ
そ
ん
な
知
恵

を
絞
っ
て
ほ
し
い
。

令
和
6
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
を
終
え
て 
● 
広
報
企
画

■ 広報企画　（応募作品数 62点）

特選 『～高校生を地域の資源に～ 関係人口の芽を育み、持続的な発展を目指す
　本庄市高校生プロジェクト「七高祭」』 本庄市（埼玉県） 

入選 『出張講座で伝える若年層へのふくし教育 企業・団体×高等学校×社会福祉協議会』 
　札幌市社会福祉協議会（北海道）
入選 『故郷の美しい風景を届ける「壁紙カレンダー」事業』 奥州市（岩手県）
入選 『古河市ブランド戦略「こがくらす」』 古河市（茨城県）
入選 『YouTube 松本市公式チャンネル「松本のシンカ」秘書広報室の部屋』 松本市（長野県）
入選 『みずなみプロモーションによる移住・定住促進プロジェクト』 瑞浪市（岐阜県）
入選 『事業者との連携によるカプセルトイを活用したシティプロモーション』 富士宮市（静岡県）
入選 『勝負グルメで、つながるまち！「竜王戦福知山城対局メニューづくりプロジェクト」』 
　福知山市（京都府）
入選 『「関係性」の構築によって地域に関わる意欲を高める

　生駒市シティプロモーション「グッドサイクルいこま」』 生駒市（奈良県） 
入選 『広報で生き』 江府町（鳥取県）
入選 『住民が綴る、まちの魅力 ～余白の中で見えたもの～』 飯南町（島根県）
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▼YouTubeを活用した動画広報は多くの自治体・団体で
取り組まれている。その中で、この企画が評価される理由
は、なんとなく動画活用ではなく、明確な目的を設定し、
その目的を達成するにはどのような取り組みが必要かを論
理的に確認し、その論理に基づいて適切なクリエイティブ
が制作されているという点にある。媒体の多面的利用も評
価でき、成果も定性的・定量的に説明できている。【河井】
▼市の公式チャンネルの内容がよい。伝えたいことが明
確で、構成自体がきちんと考えられている。各メディア
の特性を考慮したメディアミックスを上手に活用してい
る点も素晴らしく、動画のフォロワー数増加につなげた
ことを高く評価する。また、広報活動を通じて市の財源
の収入増に資したことは、金額の多寡ではなく称賛すべ
き事柄だと思う。【左近充】
▼すでに開設していた YouTubeチャンネルを強化する
取り組み。動画は週に 1～ 2本アップされ、広報担当と
事業担当の対談形式で分かりやすく事業を紹介している。
広報紙・記者会見・SNSとも連動させ、テレビ放送にも
活用していることや、非常に目を引きやすいサムネイル
の制作など、質・量とも充実していて、広報の幅を広げて
いる点などが興味深い。登録者数や事業参加者を増やす
などの結果につながっていることも評価できる。【三海】

■入選　「YouTube 松本市公式チャンネル『松本のシンカ』 秘書広報室の部屋」  
　　　　　　松本市（長野県）
＜企画の概要＞　開設以降、有効な活用を
していなかった YouTubeチャンネルでの
発信を強化。「松本のシンカ」としてリ
ニューアルしたほか、特に重要な市政情報
をタイムリーに発信する再生リスト「秘書
広報室の部屋」を新設した。
　秘書広報室の部屋では秘書広報室の職員
一人と事業担当課の職員一人が出演し、対
談形式で事業を紹介。話し言葉で分かりや
すく、親しみやすい方法で説明することで
市政をより身近に感じてもらい、市政への
関心を高めるのがねらい。
　具体的には、「週に1～2本
の動画をタイムリーにアッ
プ」「広報紙や市長記者会見、
SNSとの連携」「YouTube動
画を再編集してテレビで放

送」「動画の収益化」「動画のシリーズ化」
などに取り組んだ。広報紙との連携では、
QRコードの掲載のほか、文字情報と映像
で補完し合うことで、事業への理解を高め
た。市長会見で取り上げた話題を会見終了
後すぐに公開。公開した動画は LINEで一
斉配信するなど SNSとも連携した。シ
リーズ化では、特に力を入れている事業を
短期間で集中的に発信。サムネイルにもこ
だわり、目を引くデザインで作成した。
　チャンネル登録者数は、2,500人（2022

年 4月）→ 5,612人（23年 12
月）に増えたほか、シリーズ化
して連打した松本マラソンで
はエントリー数が約 3,000人
（2023年6月22日）→約5,000
人（8月 31日）へと増えた。

■入選　「故郷の美しい風景を届ける『壁紙カレンダー』事業」 奥州市（岩手県）
▼市内の美しい風景をパソコン用の壁紙カレンダーにす
るという取り組み自体は、特に斬新さがあるわけではな
く、また規模としても小さなものにとどまっている。し
かし、制作にあたって、職員が自ら積極的に行動してい
ること、ウェブサイトへのアクセス・SNSの反響・マ
スコミの取材・利用者の反応など多面的に影響を把握し
ていることで、設定した目的に近づいていることは十分
に評価できる。【河井】
▼故郷の美しい風景を届けたい、という職員の思いを形
にし、毎月きちんと継続していること、予算をかけずに効
果を波及させていること、オープンデータとして提供し
ていることを評価する。撮影に熱意と工夫があることに
何より感心した。また、お米のパッケージに採用された
など効果に広がりがある点は素晴らしいと思う。メディ
ア掲載実績は数値で示すとなおよいと思う。【左近充】
▼コロナ禍により、故郷に帰ることができなくなった人
に向け、市の美しい風景を職員が撮影して、壁紙カレン
ダーにしてウェブで配信した取り組み。苦労しながらも
撮影を続け、徐々に評判を呼び、コロナ禍が明けた後も
企画を継続している。どこでもできそうな企画だが、一
つ一つの過程が丁寧で、ドローンなども活用した写真の
質の高さや、オープンデータ化して地元の特産品などに
活用されていることを評価したい。【三海】

＜企画の概要＞　職員の発案を受け、「四
季折々の風景を通じて出身者に故郷を感じ
てもらうこと」などを目的に、奥州市の風
景をテーマに壁紙カレンダーを制作。カレ
ンダーは市サイト内に掲載し、四つのサイ
ズの画像をダウンロードできるように設定
した。実際に訪れてもらえるよう、グーグ
ルマップで詳細な撮影場所も公開。掲載に
合わせて公式ツイッターなどへの投稿やマ
スコミへの情報提供を行い、
広く利用を呼び掛けた。
　壁紙カレンダーは毎月提
供することを目指し、題材は
会議で協議して決定。1カ月
にわたってその写真を見続
けるため、季節感を大切にす
るとともに、デスクトップ上
のアイコン表示が見づらく

ならないよう心掛けて撮影した。
　開始当初のサイトのアクセス数は180件
前後だったが、天の川を撮影した 2020年
9月からアクセスが急増。市出身の著名人
が自身のXでカレンダーを愛用しているこ
とを投稿するなど SNSでの反響も大きく、
奥州市や美しい風景があることを知っても
らうきっかけになった。また、職員や関係
団体、企業などから写真を使用したいとの

依頼も多く、ふるさと納税の
ダイレクトメールや移住者向
けのサイトなどに使用された
ほか、奥州市産米のパッケー
ジに活用された。写真素材と
しての需要が多くなったこと
から、オープンデータとして
の提供を開始し、現在は自由
に使えるようにしている。

■入選　「古河市ブランド戦略『こがくらす』」 古河市（茨城県）
▼論理的な展開を目指していることは評価できる。目的
として「市民のシビックプライドを醸成し、定住・移住
を促進する」としている一方で、効果尺度を「ブランド
戦略の認知度」とする 齟  齬 、当該認知度も直接には測定

そ ご

されていないことは課題となる。内容的に相当多額の予
算を用いていると考えるが、予算額が不記載でコストパ
フォーマンスが不明確であることも気になる。【河井】
▼課題認識、目標設定、現状分析が明確で、それらを受
けて実施された活動内容に説得力がある。ブランド戦略
を長期的な視点で行う姿勢を評価する。地域プロモー
ションアワード 2023の大賞を受賞したブランドムー
ビーの内容が素晴らしい。メディア露出実績について
は、広告換算費として数値化すればなおよいと思う。今
後の活動を楽しみにしている。【左近充】
▼人口減少への対応→定住促進→ブラント戦略とシビッ
クプライドの醸成という構成の中で中期的な視点から考
えられた、完成度が高い企画。それぞれの取り組みもセ
ンスがよく、特にムービーで市民一人一人の目線から課
題も語られているのは好感が持てる。それをこれからど
う生かし、計画の目標につなげていくか。まだタネをま
いた段階といえるので、今後の展開を期待したい。企画
書には内訳も含めて費用を明示してほしい。【三海】

＜企画の概要＞　古河市が実施するブラン
ド戦略「こがくらす」は、市民一人一人の
心の中にある古河のよいところをみんなで
共有しながら市内外に発信していく活動。
さまざまな企画の実施により、市民のシ
ビックプライドを醸成し、定住・移住を促
進することを目指している。
　市民へのヒアリングで感じたのは、古河
市の魅力は「日常の中にある価値」であり、
それらに「もっと古河市民が気づき・言葉
にし・共有」し、「アップデートしていく
こと」が大切であるということ。その人ら
しい「クオリティーの高い日
常＝こがくらす」とした。
　ブランドメッセージでは
「こがくらす」の定義を定め
たほか、ロゴマークでは、
「こがでくらすと」手に入る

さまざまな暮らしの楽しさや豊かさを一人
一人に考えてもらうことを意図し、文字は
「こがでくらすと」のみにし、続きに余白を
残している。ブランドムービー「こがくら
す」では、市民に、古河市のよい面も不便
な面もありのままの言葉で素直に語っても
らい、そのまま採用した。特設サイトでは
ブランド戦略に関する情報を集約したほ
か、広報紙では特設コーナーを設け、市民
から公募した「こがくらす」を紹介した。
　ブランドムービーの再生回数は約 1万 7
千回（2024年 1月 10日現在）で特設サイ

トへのアクセスは 4万回（23
年 12月 31日 現 在）。市 民
ワークショップには 43人が
参加した。各取り組みは新聞
やテレビ、ウェブニュースな
どで報道された。特設サイト「こがでくらすと」

壁紙カレンダーの
ダウンロードサイト

YouTube公式チャンネル
「松本のシンカ」より
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■入選　「勝負グルメで、つながるまち！
　　　　『竜王戦福知山城対局メニューづくりプロジェクト』」 福知山市（京都府）

▼近年、流行しているカプセルトイをメディアとして活
用することは、いくつかの事例はあるものの興味深い取
り組みである。そのうえで、単にカプセルトイを利用し
たにとどまらず、事業者や中学生との連携につなげてい
ることが意義を持つ。ただし、結果として何が生まれた
のか、何が成果なのか、目的に応じて定量的に示すこと
ができるものはないのか等の課題は残る。【河井】
▼昨今のトレンドをうまく取り入れたカプセルトイと
「そこでしか手に入らない」レア感の組み合わせがよい。
学校の地域学習の一環として活用するほか、事業者から
の参加意欲が高まり、地元事業者の活性化につながると
いった市全体の取り組みの幅を高く評価する。情報発信
をした成果としてのメディア露出にも言及するとなおよ
いと思う。【左近充】
▼「ガチャ」を活用したシティプロモーション。現在の
流行や地域資源をうまくとらえたアイデアと展開力が素
晴らしい。また全体の仕組みとして、市はマッチングや
コーディネーターの役割に特化したことで、予算もかか
らず、民間の力をうまく使えている点も評価したい。継
続的な商品開発や学生などの企画への参画、リピーター
の獲得など、どこまで広がるか楽しみ。また、他地域へ
の横展開も期待できるのではないか。【三海】

＜企画の概要＞　事業者などと連携し、市
の魅力を伝えるために開発したカプセルト
イを、親しみやすさや覚えやすさから「宮
ガチャ」と名付け、浸透を図った。ロゴを
作成し、カプセルトイを設置した場所にの
ぼり旗や表示をはり PRした。設置場所と
して観光地や世界遺産富士山構成資産、商
業施設などに常設。また、イベントや市の
行事などで市の販促用として活用できるよ
う、庁内での PRを行い、他部署と連携し
て開発した。カプセルには「まちの魅力を
伝える解説書」を同梱した。
　カプセルトイは設置した場所
やイベント内容と関連させてデ
ザイン。一つのカプセルトイ企
画に対し、10～ 100種類の商品
を作り、「その日・その場所でし

か手に入らない特別なもの」というレア感
や特別感を得られる商品に仕立てた。商品
には、市のキャラクター「富士宮市さくや
ちゃん」や富士山をモチーフにしたデザイ
ンを採用し、「世界遺産富士山のまち富士
宮市」を発信。「宮ガチャマップ」を作成し、
LINEやサイトなどを通じて公開した。
　事業者等と連携したことで、公費を投入
せずに宮ガチャの運営・開発等を実現。半
年間で、目標の倍以上となる累計 6,500個
以上を販売した。来訪者等から「宮ガチャ

を求めて設置場所に行った」「解
説書を読んで理解が深まった」
などの感想が聞かれたほか、事
業者からは「宮ガチャを設置し
たい」という要望も多く寄せら
れている。

▼藤井竜王への注目が集まっている中での将棋竜王戦を
積極的に活用するという、時宜を得た取り組みとして高
く評価できる。また、将棋そのものにフォーカスすると
いうより、そこにグルメを組み合わせることも、このと
ころ「おやつ」や「昼食」等が報道されていることに着
目したタイムリーさも評価できる。さらに、当該事業が
福知山市が継続的に進めるシティプロモーション全体の
一部として機能していることも重要である。【河井】
▼光秀以外のフックをひねりだした点、2018年の反省
点を今回の企画に生かした点、地元事業者の巻き込み、メ
ディア取材（おひろめ会）やSNSでのバズ醸成のための取
り組み、個々の施策にPR戦略がキチンと反映されている
点を高く評価する。低予算であること、他の自治体の参考
になるプロジェクトモデルであること、今後のロードマッ
プが明示されていることも素晴らしいと思う。【左近充】
▼近年、アイデアあふれる多彩なシティプロモーションを
展開している同市の新たな取り組み。将棋竜王戦の機会
をとらえ、対局メニューづくりを企画した。前回時の課題
を踏まえ、パブリックリレーションズの発想でメニューの
公募とメニューブックの制作、多様なパブリシティを展開
するなど、市役所が後景にひいた協働スタイルで市民の行
動変容につなげた仕組みはよかった。また他自治体の横
展開につながっているのも評価したい。【三海】

＜企画の概要＞　福知山市の食や PRノウ
ハウなどの資源を生かし、市民協働の手法
で、食を通じたまちのブランド化とシビッ
クプライドの醸成を図った「竜王戦福知山
城対局メニューづくりプロジェクト」。福
知山城で行われた将棋タイトル戦「竜王戦」
で、藤井聡太竜王と挑戦者の広瀬章人九段
（※当時は八段）の「勝負グルメ」を公募
した。こだわり抜いた「メニューブック」
を作ったことでメニュー自体がブ
ランド化され、注文されなかった
品もテレビで紹介された。
　プロジェクトでは、メニュー
ブックに載せる「勝負めし」「勝負
おやつ」「勝負ドリンク」を市内の
事業者から募集。審査で全 30品
を選出し、選ばれた品の事業者が

一堂に会すメニュー発表会を行った。イン
スタグラムでは市民参加キャンペーンを行
い、メニューブック掲載品の写真を指定期
間内に投稿した人に抽選でプレゼントし
た。市サイトでは、企画終了後も、公募要
項から決定の広報、メニューブックや関連
企画までをまとめて掲載。毎年、数十の地
が棋戦開催地となることから、今後の参考
になればとの意図から公開している。

　PR発想の募集要項をつくり市
民協働の発信を進めたことで、一
体感が生まれ、事業者同士のコラ
ボレーションなどの行動変容に
つながった。これらの手法が全
国で注目され、翌年の竜王戦でも
2市で「福知山モデル」が実施さ
れるなど影響が広がっている。

カプセルトイと商品

※各企画の概要は、コンクールの応募の際に提出された企画書を抜粋・要約したものです。

■入選　「事業者との連携によるカプセルトイを活用したシティプロモーション」 
　　　　　　富士宮市（静岡県）

■入選　「みずなみプロモーションによる移住・定住促進プロジェクト」 瑞浪市（岐阜県）
▼一定のロジックと成果指標を設定し、継続して行われ
ている取り組みには十分に納得できるものがある。個々
の施策についても定量的成果を明らかにしようとしてい
るうえ、当初の指標を維持した成果確認には一貫性があ
る。さらに訴求対象者を、情報発信者に変容していく発
想は、行政と多様な主体との連携にもつながる、興味深
い企画となっている。【河井】
▼明確なターゲット設定とターゲットを魅了する（刺さ
る）活動に的を絞った効果的な施策を高く評価する。特
にビームスとの連携で市の特産品の付加価値が一段と上
がった点が素晴らしいと思う。ふるさとワーキングホリ
デーの着眼点も見事。交付金の活用と KPIの明確化、数
値化した具体的な成果、今後の展開についての言及もよ
い。【左近充】
▼移住・定住に向けたシティプロモーションとして、ア
パレルメーカーと組んだ地場産品のブラッシュアップや
市民参加による動画の制作、学生との域学連携、移住体
験などを実施。プロモーション全体のスキームもしっか
りしているが、何より一つ一つの事業が創意にあふれて
いる。特に市民WSから制作されたショートフィルム
は秀逸。国の交付金などをうまく使っているのもいい。
今後の進化や自走、事業間の連動に期待したい。【三海】

＜企画の概要＞　2022年度から展開する
「みずなみプロモーション」では、「セレク
トショップ監修による地場産品のブラッ
シュアップ」「シティプロモーション動画の
制作」「瑞浪市役所『ミライ創ろまい課』
の新設」「ふるさとワーキングホリデーを活
用したお試し移住体験の実施」などを展開。
移住相談件数や住み続けたいと思う市民の
割合、ふるさと納税の寄付申し込み件数な
どの成果指標（KPI）を設定した。
　地場産品のブラッシュアップでは、国内
外でセレクトショップを展
開している株式会社ビーム
スが運営する「ビームス ジャ
パン」に地場産品の監修を委
託し、魅力ある新たな産品の
開発やブラッシュアップ（商
品改良）を実施。これによ

り、新しい顧客（主に若年層）の獲得によ
る市内産業の活性化と、監修した商品をふ
るさと納税返礼品として活用することで、
寄付金や寄付件数の増加を図った。動画制
作では、動画の原案を市内の若者を対象と
した市民参加型ワークショップ（WS）で
決定した。
　22年度の実績としては、三つのKPIでい
ずれも期間中の目標を達成した。転入・転
出の増減がゼロという結果で、事業が転出
抑制と転入（移住）者増に一定の効果があっ

たと評価した。また、動画の
YouTube視聴回数 58万回の
うち、18歳～ 44歳の視聴割
合が全体の約 76％（44万人）
と、効果的に若い世代にプロ
モーションができたと評価し
ている。

シティプロモーション動画
「奇跡の化石」の一場面

＊ 読売新聞社賞

メニューブック
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■入選　「『関係性』の構築によって地域に関わる意欲を高める
　　　　生駒市シティプロモーション『グッドサイクルいこま』」 生駒市（奈良県）

※各企画の概要は、コンクールの応募の際に提出された企画書を抜粋・要約したものです。

▼今回の応募企画は、一般的に考える「広報企画」と呼
ぶことができるのかについては議論があると思われる。
しかし、従来、往々にして感覚的に行われることの多
かったシティプロモーションについて、価値創造モデル
を適用することで、明確なロジックモデルを作成し、説
明可能としたことには大きな意義があり、今後の他自治
体の参考になるものであり、高く評価したい。【河井】
▼現状や課題をしっかりと分析し、シティプロモーショ
ンのロジックモデルにきちんと沿った活動を水平展開
し、しっかりとした効果を上げている点を高く評価す
る。特に市民の関わりをうまく活用することで、行政が
直接発信することが難しい話題も発信できる「いこまち
宣伝部」がよい。メディア露出実績は数値化するとなお
よいと思う。【左近充】
▼全国的にも注目を集めてきた同市のシティプロモー
ションについて、ロジックモデルづくりを行い、これま
での取り組みの意義や成果を整理した。どうしてもこう
した取り組みは属人的になりがちだが、整理し、可視化
することで持続可能なものになっていく。これを次のス
テップにつなげてさらに発展させてほしいし、他の自治
体はこのロジックモデルを参考にしてほしい。【三海】

＜企画の概要＞　生駒市は 2019年から、
シティプロモーション「グッドサイクルい
こま」を推進している。市民 PRチーム「い
こまち宣伝部」などの各事業は、コミュニ
ティの形成やシビックプライドの醸成と
いった社会的な価値を生み出していると考
えられる一方、目指す変化への道筋や成果
の可視化が難しいという課題があった。市
は企業と連携し、シティプロ
モーション施策の価値創造
モデルづくりと、施策が生ん
だ社会的価値の測定に取り
組んだ。
　具体的には、シティプロ
モーション施策全体の成果
を測定。事業に参加したこ
とがある人向けのアンケー

トでは、「生駒を薦めたい気持ち」など三つ
の気持ちが事業参加前と比べて向上してい
ることが分かった。
　アンケート回答者のうち 20人が「シティ
プロモーションに関する事業に関わること
で起こった変化」をワークショップ形式で
語り合った。それらの声などを分析して、
目指す社会的成果と道筋を整理しながら、

成果指標、測定方法・タイミ
ング、理想の数値や状態など
を考え、価値創造モデルを作
成した。市では、今回作成し
た価値創造モデルに適宜変更
を加えながら、今後も各種の
事業が生み出す社会的な価値
を測定して可視化し、改善に
生かしていく。

■入選　「広報で生きる」 江府町（鳥取県）
▼規模の小さな自治体が、地域おこし協力隊卒業予定者
をはじめとした多彩な主体と、達成したい大目的を共有
し、個々の目的を実現するために、「弱み」を補完しあう
ことで、さまざまな成果を広域に実現している。地域お
こし協力隊の専門性を地域内にとどめることなく、多様
に活用することで、地域の人づくりにもつながってい
る。【河井】
▼町のプロモーションへの親和性のある Vチューバー
を新任の広報大使に任命するアイデアと、制作者を探し
てアイデアを実現する実行力が素晴らしい。本業の合間
に継続的な発信を続けて結果につなげていった熱意、小
さな町で「広報で生きる（稼ぐ）」という難題への挑戦と
結果を高く評価する。メディア露出は数値で示すとなお
よいと思う。【左近充】
▼人口最少の鳥取県でさらに最少の市町村である同町で
動画広報を担当していた地域おこし協力隊員の
YouTuberの任期満了を控え、独立を模索する中で考え
られた企画。町公認の Vチューバーとしたうえ、県のご
当地 Vチューバーとコラボ事業を展開した。フォロ
ワーの取り込みだけでなく、飲食店の支援やグッズの販
売などに広がり、これまでにない層にアプローチでき、
シティプロモーション的な広がりを見せたことは非常に
おもしろい。【三海】

＜企画の概要＞　「町公認 YouTuber」とし
て情報発信を担ってきた地域おこし協力隊
員が 2023年度末で任期を終了。協力隊は
独立を目指していたが、人口が少ないこの
町で「動画広報」を仕事に独立することは
可能なのか。23年 1月、協力隊員はそのた
めの企画をまとめ町に提案。協力隊員と地
域の情報発信者による、この町で「広報で
生きる」挑戦が始まった。
　企画は「地域の情報発信者を公認 V
チューバーに任命したい」。町とも関わり
がある鳥取県ご当地 Vチューバーの「おた
ね」と連携することで、町発の情
報を受け取る層が増えるほか、
「おたね」も自治体公認という肩
書を得られるなど双方にとって
メリットがあった。23年2月に
公認を動画で発表した。

　協力隊員にはサイト運営のスキルが、「お
たね」にはイラスト制作のスキルがあった
ことから、連携して広報活動。サイトを自
主制作し、県内情報を発信するほか、ネッ
トショップでグッズを販売した。また、地
域の店舗と連携し、グッズを販売してもら
うことで、「おたね」ファンが鳥取を訪れる
きっかけをつくった。それらの活動は SNS
で拡散され、鳥取県への来訪を促した。
　今後、公認 Vチューバーがさらに活躍す
ることで町の情報を受け取る層も拡大。協
力隊員が町内にオープンする活動拠点への

ファンの訪れも期待できる。江
府町に「広報を仕事に生きる」
人材が誕生したことで、江府町
と町内事業所との連携が可能に
なり、地域経済の活性化や雇用
の増加が見込まれる。

公認Vチューバー誕生を
伝える江府町の動画

■入選　「住民が 綴 る、まちの魅力 ～余白の中で見えたもの～」 飯南町（島根県）
つづ

▼広報企画を立てるにあたって必要になる十分なリサー
チが行われ、その結果に基づいて目的を明確に設定でき
ている。その目的を実現するために必要な取り組み、ク
リエイティブが論理的に説明できている。それらの取り
組みも多彩であり、クリエイティブも極めて魅力的なも
のとなっている。さらに望むならば、その冊子がどのよ
うな効果を上げたのかを直接示すことができればなおよ
かっただろう。【河井】
▼秀逸なブランドメッセージ「余白あります。」を一過性
のものとしない継続的な取り組みを真摯に行っている点
を評価する。市民が制作の担い手となった書籍のクオリ
ティーが非常に高く、トークイベントやワークショップ
などの水平展開を行った点もよい。今後取り組むべき課
題も認識しており、ブランドメッセージの一層の利活用
に期待する。【左近充】
▼シティプロモーションの展開の中から、ブランドメッ
セージ「余白あります。」を伝えるツールとして住民と一緒
に書籍を制作。町の魅力を伝える本になっているし、住民
の関わり方とそのための仕掛けも素敵だ。ローカルジャー
ナリストが増えれば、住民自身が自律的に町のことを発信
していくようになる。また、書籍発刊後のポストカードの
配布などの展開もおもしろい。これから余白を広げつつ、
そこを新しい言葉や 画 で埋めていってほしい。【三海】

え

＜企画の概要＞　町のブランドメッセージ
「余白あります。」は複数の意味を持たせて
いるため、じっくりと意味を伝えるための
ツールが必要と考えた。また、行政だけで
なく住民も一緒に情報発信に取り組む仕掛
けとして「書籍を制作・販売する」という
取り組みを実施した。書籍づくりでは、中
学生から 70代までの 11人がプロジェクト
に参加。連続講座を開催し、
記事を書く心構えや取材のコ
ツなどを学んだ。
　書籍『余白の中で。』は 2023
年 4月 1日発刊。B5判・フル
カラーで本文 84ページ。販売
価格は 1,320円。書店やイン
ターネットのほか、道の駅な
どでも販売した。
　書籍の主な内容は、旅人（外

の目）から見た飯南町の人々の暮らしや風
景を記録した「旅の記憶」、住民自ら伝えた
い町の魅力や暮らしの様子について執筆し
た「町の記憶」、ブランドメッセージ等の紹
介、町をよく知る専門家による論考など。
　書籍への反響として、書籍に登場した住
民への取材なども含めて報道されたほか、
登場した住民への問い合わせや仕事の発注

などが相次いだ。書籍をツー
ルとした展開として、トークイ
ベントやワークショップなど
を開催し、町の魅力を語り合う
機会を設けた。また、町広報紙
の特集（23年 7月号）で、こ
れまでの取り組みを振り返っ
たほか、書籍を紹介したポスト
カードを挟み込むなど、町外に
向けての発信に取り組んだ。

シティプロモーションサイト

書籍『余白の中で。』の表紙


